
 

 

 

 

 
 

澄む月やひげを立てたるきりぎりす 榎本其角 

 朝晩の空気に少しずつ秋の気配が感じられるようになりました。秋は、実りの秋、スポーツの秋、

読書の秋、芸術の秋、食欲の秋・・など様々に例えられます。豊かな農作物の実りの時期であるこ

とや過ごしやすい気候のため何か一つの活動に打ち込むのに最適な季節だからでしょう。 

 １０月は秋の季節を生かした行事がたくさん予定されています。６年生は連合体育大会、５年生

は連合音楽会、全校では遠足、1000ｍ記録会に向けた練習など、盛りだくさんです。一つ一つの行

事を経験しながら、目標に向かって頑張る心、最後までやり抜く粘り強さを育み、そして、やりき

った達成感を味わってほしいと思います。 

  
◆読書のすすめ 
 ホームページでもお知らせしましたが、夏休み中の図書館開放にはたくさんの子どもたちが来館

してくれました。2学期に入り､休み時間の図書館も子どもたちで賑わっています。国語の授業では、

クラスみんなで図書館に来て､ブックトークをしてもらったり、調べ物をしたりする姿がよく見られ

ます。 

 ところが、森本小の子どもたちの読書冊数は､金沢市の平均より少ないそうです。図書室の賑わい

からは意外な結果ですが、来館する子が固定している様子も見られます。 

 

読書の効果は絶大です。読書習慣は、学力向上に深く関係していることもご存じかと思います。

保護者の方から「どうしたら本を読むようになりますか」と聞かれることがありますが、ここでは

読書習慣をつけるためのコツについて紹介します。 

 

１ 「読む時間」を決めてみる 

  寝る前の 10 分とか、休日の朝のように毎日の中で時間を決めてみてはいかがでしょうか。

たくさんの時間でなくて良いのです。短時間でも続けることが習慣化には効果的です。 

 

２ 「自分で選ぶ」を大切にする 

  ジャンルや内容を親が決めるよりも、本人が興味をもてるよう自分で選ぶことが「もっと読

みたい」につながります。図鑑や絵本、マンガでもよいのです。 

 

３ 本が身近にある環境をつくる 

  リビングや子ども部屋、子どもの目につくところに本があると､ふとしたときに読みたくなり

ます。定期的に本が変わると一層効果的です。 

 

４ 親も一緒に読んだり、読む姿を見せたりする 

  メディアを閉じて、一緒に本を広げたり､読み聞かせをしたりして秋の夜長を過ごすのもいい

ですね。同じ時間を共有する楽しさは、読書の楽しさにつながります。 

 

          学校だより 

  

金沢市立森本小学校 

令和 7年 9月 26日 

校長  坂井 文代 校訓：強き 正しき 温かき 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
◆引き渡し訓練について 
 本日行った授業参観及び引き渡し訓練にご協力いただきましてありがとうございました。引き渡

し訓練は、地震や大雨などの災害や事件・事故発生時における子どもたちの安全確保と迅速かつ確

実な引き渡しを目的として行っております。実際の災害時には混乱が予想される中で、落ち着いて

行動するためにも､今回の訓練は大変有意義な機会となりました。今後も子どもたちの安全を第一に

考えて教育活動に取り組んでまいります。 

 我が家では、子どもが保育園や小学生の時、2週間に一度､家族そろって図書館に行くのが

楽しみでした。 

玉川こども図書館では、0才から貸し出しカードをもらえます。1人 10冊 2週間。4人家

族なら40冊借りることができます。2週間ごとに40冊の新しい本が我が家にやってきます。

それも無料で。 

 

図書館に行くために、プラスチックのコンテナを一つ用意しました。図書館の隅っこにコ

ンテナを置いて、それぞれが好きな本をどんどんコンテナに入れます。子どもたちはたくさん

の中から選び放題なので､うれしそうに本をコンテナの中に入れていきます。子どもの本でも

大人が読みたくなるようなものがたくさんあって、私は、世界の歴史マンガを借りて全巻楽

しみました。 

 

子どもたちは、じっくり時間をかけて選んでいます。子どもたちが 1 冊、2 冊と選んでい

る間に、この本読んでくれたらいいなあと私が思う本もどんどんコンテナに入れていきます。

そして、40冊になったら、みんなでそのコンテナを貸し出しカウンターまで持っていきます。 

 

家に帰ったら、そのコンテナが本棚です。読んでも読まなくても 2週間後には新しい本と

交換です。全部読まなくてもいいんです。読みたくなったら読めばいいんです。もったいなく

ありません。だって無料なんですから。その中から 1冊でも読みたい本と出会えたらラッキ

ーです。 

 

効果があったのかは分かりませんが、我が家の子どもたちは本好きの部類に入ると思いま

す。先日、引き出しの整理をしていたら、子どもの貸し出しカードが出てきました。懐かしく

てしばらく眺めながら、当時を思い出しました。子どもたちは大人になってしまい、そのこと

を覚えているかは分かりませんが、一緒に思い出話をしてみようかなと思います。 

 

秋の夜長。それぞれのご家庭で、本を通した素敵な時間がすごせますように。 

★我が家の読書習慣★ 


